
高円宮杯 JFA U-15サッカーリーグ 2024群馬ウルトラリーグ開催要項 

 

１．目的   ・3種年代で育成を目的とした年間を通して基軸となるリーグ戦を展開する。 

・プレイヤーズファーストの理念に立ち、心身ともにクリエイティブでたくましい選手を育成 

する。 

 

２．主催   （公社）群馬県サッカー協会 

 

３．主管   （公社）群馬県サッカー協会第 3種委員会 

 

４．期日   ・ウルトラリーグ運営委員会にて決定する。 

       ・トレセンマッチデーにはリーグ戦を入れない。 

       ・関東大会を群馬県開催するときは、リーグ戦より大会運営業務を優先する。 

 

5・会場    サンデンフットボールパーク フォーレンフットボールパーク 他 

 

6．参加資格 ①群馬県サッカー協会に第 3種登録した加盟チーム（中体連、クラブ連盟加盟チーム） 

       ②2023Ｕ－15ウルトラリーグで残留を決めたチーム 7チーム及び、G１リーグから昇格の 3チー

ムで構成する。 

       ③参加選手は、ＪＦＡ発行の写真付選手証を会場に持参すること。未着の場合は、加盟登録団体

表（写し）でも許可する。 

           ④選手は同一リーグのみの出場とし、他のリーグに出場することはできない。 

             ただし、2チーム以上参加（クラブ・中体連校）の場合は、6/1~6/30に選手 1名につき 1回の 

              入れ替えを認める。 

【例】5/31までは G2群馬中学 B→6/1以降はウルトラ群馬中学 Aに参加 

 

7．競技規則 ①2024/2025(財)日本サッカー協会制定のサッカー競技規則による。さらに年度中にＦＩＦＡの考

え方に基づきＪＦＡより出された「通達」及び「覚書」・「規則の解釈や適用方法文章」も同じ効

力を持つ。※テクニカルエリアを採用する。 

       ②選手登録は、試合開始 30分前までに行い、所定の用紙にて登録 30名のエントリー表 2部と選

手証を本部に提出する。交代は控え 19 名から行なうことができ、試合中の選手交代は最大 9 名

までの交代を認める。交代回数については、後半は３回とする。前半及びハーフタイムでの交代

は回数に含まない。交代用紙は使用しない。 

       ③選手証を試合当日会場に携帯する。忘れた場合は出場できない。また、チームで忘れた場合は、 

       不戦敗（0－７）とする。 

       ④外国人選手の登録は 5名までとし、そのうち 3名の出場を認める。 

       ⑤本大会において退場を命じられた選手は次の１試合に出場できない。違法行為の内容によって

はその後の処置を（公社）群馬県サッカー協会第 3 種委員会規律委員会で決定する。その場合、

主審担当チームまたは主審派遣チームの責任者が、重要事項報告書を記載し第３種委員長に報告

する。 

       ⑥本大会期間中に警告を 3回受けた選手は、次の試合に出場できない。 

       ⑦背番号を固定としない。 



8．競技方法 ①10チームで 2回戦総当りのリーグ戦を行う。 

       ②順位決定の優先順位は以下の通り 

(1) 勝ち点合計（勝ち 3点・引き分け 1点・負け 0点） 

(2) 得失点差 

(3) 総得点 

(4) 当該チーム同士の対戦 

(5) 上記項目がすべて同じ場合は、順位決定戦（優勝決定戦、降格決定戦のみ）を行う）。 

他の順位決定戦は行わず、抽選で決定する。 

       ③試合時間は 80分 ハーフタイムのインターバル 10分とする。 

 

9．備考   ①本リーグは自主運営を基本とする。したがって、運営委員が会場にはりつくことはしない。各

対戦カードにおいてホームチームを決定し会場運営等を担当する。 

       ②審判運営は各チーム有資格審判員を帯同し協力する。（主審３級以上 副審４級以上 高校生

以上のユース審判も可）当該審判も可 

        １日 2試合の会場は、第１試合を第２試合が第２試合を第１試合が担当する。 

       ③関東リーグへの昇格チームがあった場合、ウルトラリーグの 10位の 1チームは G１リー 

グへ自動降格。８、９位の 2チームはＧ１リーグの 3，4位のチームと入れ替え戦を行う。 

関東リーグへの昇格チームがなかった場合 9，10位の 2チームが G1リーグへ自動降格。 

7，8位のチームはＧ１リーグ 3，4位のチームと入れ替え戦を行う。 

        関東リーグへの昇格がなく、同時に関東リーグからの降格チームがあった場合は 8，9，10位 

の 3チームは G１リーグへ自動降格。6、7位のチームはＧ１リーグの 3，4位チームと入れ 

替え戦をおこなう。 

④各チームは会場に於けるマナー・注意事項を守る。 

⑤試合結果の報告は、ホームチーム会場責任者がリーグ事務局に報告する。 

⑥試合球は持ち寄りとする。 

       ⑦雷が発生した場合は中断させ建物内に非難させ様子をみる。遠ざかったのを確認できた場合は

残り時間で再開する。中止になった場合は下記の通りに行う。 

        ア 後半開始前の場合は、点差にかかわらず再試合。 

        イ 後半 20分を経過していない場合は、点差にかかわらず後日残り時間を行う。 

        ウ 後半 20分を経過していて点差が 3点差以上の場合はコールドゲーム。 

        エ 後半 20分を経過していても点差が 2点差以下の場合は、後日残り時間を行う 

        イとエの場合、中止になった試合に登録されているメンバーであれば、後日行われる再試合に 

        誰を起用してもよい。（退場者を除く） 

       ⑧気温 35℃以上、WBGT31℃以上の場合は試合を中止または延期にする。中止・延期の判断は 

        試合直前に行うものし前後半のプレー中に試合を中止・延期にしないこと。 

        試合前は大会主催者もしくはその代行者と協議のうえ判断するが、やむを得ず行う場合は

「JFA熱中症対策〈A＋B〉」を講じたうえで【Cooling Break】を行う。 

ア ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し日射を避ける 

        イ ベンチ内でスポーツドリンク等が飲める環境を整える。 

        ウ 各会場に「WBGT計測器」を設置する。 

        エ 飲水タイムを通常より長くとる。２～4分の【Cooling Break】を設定する。 

          選手・審判員は以下の行動をとる。 



          ・日陰のあるベンチに入り休息をとる。 

          ・氷、アイスバック等で身体を冷やし必要に応じて着替えをする。 

          ・Cooling Breakに費やした時間は前後半それぞれの時間に追加される。 

⑨季節に関わらず給水タイムを導入し飲水するものとする。選手同士が同じ飲水ボトル等を 

 共有しないようにすること。 

 同じボトルを共有しない場合はピッチサイドにボトルを設置することは構わない。その場合は

感染症予防に最大限つとめる。 

⑩リーグの縮小・中止になった場合でも、大会参加費の返金はいたしません。 

⑪全日程を 1１月 24日（日）までに終了させるよう各チーム運営努力をよろしくお願いします。 

⑫高円宮杯群馬県大会決勝トーナメントのシードは前期 1~8 位チームに与えられ 9,10 位チー 

ムは予選から勝ち上がったチームと 8チームでフリー抽選。 

 決勝トーナメントの抽選会までに前期が終了しなかった場合、決勝トーナメント参加チーム 

 全てフリー抽選となる。 

 

 

 

                ウルトラリーグ事務局  佐久間 竜   

ＴＥＬ027－212－6760  ＦＡＸ027－261－0566 

                       携帯 090－7619－8355 

 


